
























































































(3)連続貸借対照表（経年比較） 学校法人桐蔭学園

貸借対照表 （単位：千円）

H29年度 H30年度 R01年度 R02年度

資産の部

固定資産 50,224,920 49,295,718 48,004,664 44,369,571 

流動資産 5,001,950 4,736,779 4,171,637 4,382,552 

資産の部合計 55,226,870 54,032,497 52,176,301 48,752,123 

負債の部

固定負債 5,369,711 5,329,051 5,304,855 4,931,678 

流動負債 4,439,396 3,952,792 3,256,464 3,254,306 

負債の部合計 9,809,107 9,281,843 8,561,319 8,185,984 

純資産の部

基本金 78,242,678 78,978,989 79,522,909 79,389,986 

繰越収支差額 △ 32,824,915 △ 34,228,334 △ 35,907,927 △ 38,823,846

純資産の部合計 45,417,763 44,750,654 43,614,982 40,566,139 

負債及び純資産の部合計 55,226,870 54,032,497 52.176,301 48,752.123 

※千円未満の端数について四捨五入しているため合計などの額が、計算上一致しない場合があります。
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〇決算の概要、経営状況の分析 

→ 決算説明において記載している。

〇経営上の成果と課題 

（成果） 

・令和 2 年度は、学校再編と経営改善の一環として、桐蔭横浜大学法科大学院および中学校

の廃止を行った。 

・施設管理会社や電気事業会社の変更等により大幅な経費節減を図った。

・コロナ対策による環境整備に重点を置いた。

（課題） 

・収入面では、学生・生徒等の定員充足

・支出面では、人件費比率が高いので、人件費を中心とした全般的な経費節減

・施設設備の維持管理

〇今後の方針・対応方策 

・学校再編過渡期であるが、教育内容を更に充実させ、在学生の満足度向上を図ることによ

り、確実に就職・進学実績を高めていく。この取り組みが学生・生徒の安定的な確保につな

がっていくと考えている。 

・経営基盤安定のため、学園収支のローリングを定期的に実施している。
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